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9回生

津久丼 英喜

東京理科大数学科卒、筑波大大学院
修士課程修了。日立製作所、ライオン、
東京理科大諏訪短大、諏訪東京理科
大 (教授 )を経て、首都圏流通機構 (顧
問 )。 専門は流通 システム論。 日本物
流学会 (元 理事 )、 日本エスペラン
ト学会 会員。

の
新
宿
高
校

へ
進
学
、
僕
ら
９
回
生
は
英
語
が
ア
チ
ー
ブ

メ
ン
ト
テ
ス
ト
に
な
い
最
後
の
年
だ
っ
た
。

入
学
早
々
に
サ
ル
ト
ル
や
般
若
心
経
を
話
題
に
す
る
級

友
が
い
た
り
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
水
爆
実
験
、
近
江
絹
糸

で
の
人
権
ス
ト
、
再
軍
備
問
題
な
ど
を
熱
く
語
る
環
境
に

正
直

「ド
肝
」
を
抜
か
れ
た
。
僕
に
は
デ
イ
マ
ジ
オ

・
モ

ン
ロ
ー
夫
妻
の
来
日
や
力
道
山

。
本
村
組
と
シ
ャ
ー
プ
兄

弟
の
対
決
く
ら
い
し
か
興
味
が
な
か
っ
た
か
ら
無
理
も
な

く
、
か
な
り
背
伸
び
を
し
て
ブ
ー
ル
下
に
あ
っ
た
狭
く
て

暗

い
社
会
科
学
研
究
部
の
部
室
に
出
入
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
．

勉
強
の
方
で
は
、
中
学
で
の
英
語
の
勉
強
不
足
が
祟

っ

て
随
分
と
泣
か
さ
れ
た
　
教
科
書
以
外
に
毎
学
期
、
自
習

用
の
副
読
本
が
渡
さ
れ
、
こ
れ
も
期
末
に
テ
ス
ト
が
あ

つ

た
ｃ
澤
Ｉ
雄
先
生

（後
に
桜
美
林
短
大
教
授
）
が
僕
の
よ

う
な
生
徒
の
た
め
に
週

一
回
、
朝
七
時
半
か
ら
大
教
室
で

特
別
授
業
を
し
て
下
さ

っ
た
。
自
由
参
加
で
あ

っ
た
が
〓
・

年
間
皆
勤
し
た
。
お
蔭
で
９
回
生
全
員
が
Ｊ

・
エ
リ
オ
ツ

ト
の

『
サ
イ
ラ
ス
・
マ
ー
ラ
ー
』
（再
話
版
）
か
ら
Ｂ
。
ラ
ッ

セ
ル
の

『幸
福
論
』
ま
で
九
冊
を
熟
読
す
る
事
が
で
き
た
。

三
年
の
時
に
は
体
育

の
塚
脇
仲
作
先
生

（後
に
早
稲
田

大
学
教
授
）
が
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

（メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
）
に

出
場
し
て
、
体
操
男
子
団
体
で
銀
メ
ダ

ル
に
輝

い
た
。
校

庭
で
先
生
の
演
技
を
見
せ
て
頂
い
た
が
、
世
界
で
活
躍
さ

れ
た
先
生
が
眩
し
か

つ
た
。

こ
う
し
て
僕
ら
の
日
は
世
界
に
向
け
て
開
か
れ
て
い
つ

た
。
四
当
五
落
と
か
言
わ
れ
た
時
代
だ

つ
た
が
、
研
究
社

の
対
訳
本
を
片
手
に

「
エ
デ
ン
の
東
」
な
ど
の
洋
画
を
楽

し
ん
だ
り
し
て
い
て
、
あ
な
が
ち

一灰
色
の
時
代

一
で
は

な
か

つ
た
。

後
年
、
友
人
の
影
響
も
あ

つ
て
エ
ス
ヘ
ラ
ン
ト
を
学
び
、

こ
の
言
葉
を
介
し
て
中
国

・
ブ
ル
ガ
リ
ア
な
ど
英
語
圏
以

外
の
国
の
市
民
と
も

終
戦
の
時
、
昭
和
十
二
年
生
ま
れ
の
僕
は
疎
開
先

（埼

玉
県
飯
能
）
の
国
民
学
校

一
年
生
だ

っ
た
。

二
学
期
に
は
不
都
合
な
個
所
を
塁
で
塗

っ
た
教
科
書

を
、
二
年
に
な
る
と
新
聞
紙
の
よ
う
な
ザ
ラ
紙
に
印
刷
し

て
折
畳
ん
だ
だ
け
の
教
科
書
を
使

っ
た
。

三
年
の
時
に
当
用
漢
字
が
制
定
さ
れ
て
、
國
や
學
は
国
。

学
に
改
め
ら
れ
た
。
空
襲
で
燃
え
る
東
京
の
夜
空
を
見
な

く
な

っ
て
久
し
く
な

っ
た
が
、
お
姉
さ
ん
と
腕
を
組
ん
で

歩
く
進
駐
軍
兵
上
を
見
る
に
つ
け
子
供
な
り
に
敗
戦
の
属

辱
を
受
け
止
め
て
い
た
。

疎
開
先
か
ら
新
宿
に
帰

っ
て
き
て
淀
橋
第
四
小
学
校
を

卒
業
し
た
の
は
朝
鮮
戦
争
勃
発
で
特
需
景
気
に
沸

い
て
い

た
昭
和
二
十
六
年
で
、
も
う
そ
の
頃
に
は
モ
ノ
不
足
も
収

ま
り

つ
つ
あ

っ
た
。

淀
橋
中
学
を
経
て
二
十
九
年
、
駅
を
挟
ん
で
向
か
い
側

文
通
を
し
た
。

こ
う
し
て
僕
は
戦

後
を
丸
ご
と
生
き
て

き
た
９
回
生
の

一
人

と
し
て
、
六
中
健
児

の
末
裔
の
誇
り
と
母

校

で
味
わ

つ
た
挫
折

や
劣
等
感
も
バ
ネ
に

し
て
、
そ
の
後
の
人

生

へ
旅
立

つ
こ
と
が

で
き
た
。

|


